
芸術の都・熊本の創造を
音楽の力で後押し
　震災から丸４年を迎える今年、「癒やし」から

「創造」へと舵を切り、新たな形で復興支援に
乗り出そうとしているのが坂本一生さんです。
　「人々を元気づけ、前へ進む後押しに音楽
を使えないか」と思案し、震災直後の５月、「く
まもと音楽復興支援100人委員会」を創設。
これまで「復活」「第九」「レクイエム」をテー
マに復興祈念コンサートを開催し、感動をも
たらしてきました。しかも第１回開催時には、
想いに賛同したプロの演奏家が日本各地か
らボランティアで参加したというから胸が熱
くなります。また、避難所や仮設住宅で行っ
た「音楽の炊き出し」は、３年半で実に338回！
坂本さんは今後も「仮住まいの方が1人でも
いる間は続ける」と意気込みます。
　「どの会場を訪れても、皆さんが涙を流し
ながら演奏に聴き入っている。その姿を見て

『音楽の力』を強く感じてきました。震災の傷
跡が癒えてきた今、この力を豊かな街の創
造へと生かしていきたい」。熱い想いを胸に、

今年４月、「音楽の力」がさらなる熊本の復興
につながる“くまもと復興国際音楽祭”が開
催されます。

フッコウビトフッコウビト 熊本地震からの復興に携わる人
＝フッコウビトを紹介！

NPO法人オーケストラ創造理事長
ACTくま100アドバイザー

坂本 一生さん

音楽には人を
癒やす力がある！
い

被災者同士が支え合い
復興のバトンを未来につなぐ
　さまざまなパフォーマーが集結し、中心市
街地を舞台に演技を披露する「ストリートアー
トプレックス」に、震災後、復興リレーが新たに
加わりました。復興リレーは大分佐賀関港から
阿蘇→熊本→有明海→島原→出島まで３県
250㎞を、ラン、自転車、車椅子、カヤックの
チームでつなぎ、24時間かけてタスキ代わり
の密書をつなぐ壮大なプロジェクト。実行委
員長の葉山耕司さんによると、「設定コース
は、前回の地震とも関係が深い別府島原地溝
帯であり、鎮魂の祈りがこめられている」とか。
　また、江戸末期に幕府の命を帯びて九州を
訪れた勝海舟と坂本龍馬の一行の足跡をた
どる旧道（参勤交代の道）がメインらしく、情熱
とロマンも感じられます。
　実はこのプロジェクトが始動したきっかけ
は、２日間で70万人以上が訪れる仙台の名物
音楽祭を立ち上げたミュージシャンの安田智
彦さんからいただいた義援金でした。安田さ
んとは、東日本大震災後にアートプレックスに
来てもらったご縁があったそうです。「熊本地
震以降、単独で募金演奏活動を行って、集まっ

たお金を『好きなように使っていいよ』と寄付
してもらったんです。『その思いに応えるには
どうすればいいか？』をみんなで話し合い、新
しい表現方法として九州横断リレーを企画し
ました」と、実行委員長の葉山さん。熊本地震
を機に受け取った支援のバトン。復興への祈
り、大自然への感謝を胸に、地元企業約13社
の協賛を得て、今年も九州を走り抜けます。

ストリートアートプレックス熊本/海舟龍馬記念
九州横断リレー実行委員長

葉山 耕司さん

「熊本・九州は
元気です！」と
発信していきたい

城東小避難所での
「音楽の炊き出し」
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飛び入り参加者とファンラン

西区河内町の塩屋漁港から島原を目指す

第1回復興祈念コンサート「復活」/平成29年（2017年）4月14日

　2002年にスタートした「ストリートアートプ
レックス」の立ち上げに携わり、以来、実行委員
をはじめ奏者としても活躍。「海舟龍馬記念九
州横断リレー」ではカヤック隊を率いている。

　震災後に創設した「くまもと音楽復興支援
100人委員会」で共同代表を務め、３年連続
で復興コンサートを成功に導く。今年からは

「ACTくま100」に組織が代わりアドバイザー
を務める。本業は市中学校教師。
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熊本市イメージキャラクター「ひごまる」。
熊本地震を受けて、新たなデザイン「ひごまる
復興バージョン」が誕生！手を前に大きく突
き出したポーズは前向きさと明日（未来）へ
向かう姿を表しています。ひごまるとともに

「がんばろう！くまもと」

区
中央区
東　区
西　区
南　区
北　区

相談日
1月  8日（水）
1月21日（火）
1月20日（月）
1月14日（火）
1月10日（金）

場所
市役所　 13階　伴走型住まい確保支援室
東区役所　2階
西区役所　1階　103会議室
南区役所　2階　エレベーター横
北区役所　3階　大会議室

各区で「住まいの相談窓口」を開設します！
　仮設住宅などにお住まいの方が、1日も早く住まいの再建ができるよ
う、「伴走型」による住まいの支援を行っています。下記の日程で「住まいの
相談窓口」を開設しますので、ぜひ相談ください。

■相談日および場所　※お住まいの区以外でも相談できます。

■主な相談内容
　・賃貸住宅を探したい　・中古住宅を購入したい
　・土地の売却や利活用の相談　など
■相談時間　午前9時～午後4時
　※事前予約が必要です。下記まで問い合わせください。
　※左記の相談日以外については、市役所13階「伴走型住まい確保支援室」

で相談できます。
■問い合わせ先
　伴走型住まい確保支援室　☎096-328-2983
　相談時間　月～金曜日（祝日除く）午前9時～午後5時

例年1月～5月ごろは、引っ越し時期のピークを迎えるため、賃貸物件
が非常に少なくなります。早めの物件探しをおすすめします。

ばん そう がた

〈問い合わせ先〉
RKKイベント　☎096-328-5525
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